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【お茶の水地理学会座談会要旨】 

  

地理教育は社会に出てどのように役立つのか 

－お茶の水女子大学地理学教室を例に－ 
  

長谷川 直子・滝沢 由美子・沼畑 早苗・土屋 久美 
 

Ⅰ はじめに 

 2016年５月に行われたお茶の水地理学会（ホームカミ

ングデイを兼ねる）では，現役の学生とOGとが共に議論

できる共通話題として，「地理教育は社会に出てどのよう

に役立つのか」をテーマにした座談会を行った．お茶大

の地理教育が社会に出てからどのように役立ったのかを，

OGはすでに経験談として語れ，在校生はその経験談に興

味を持つと考えたからである． 

 

表１ 地理教育が社会へ出てどのように役立ったか 
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Ⅱ 座談会前に集めた質問とコメント 

 座談会を行うにあたり，OGからは当日の会の出欠ハガ

キの余白に「お茶大の地理教育が社会に出てどのように

役立ったか」を書いてもらう欄を設けた．当日欠席予定

のOGを中心に50件近いコメントが寄せられた（表１）．ま

た，現役学生には，長谷川が担当している授業の受講生

（１年生を中心に50名ほどの履修者がおり，地理学コー

スへ進学する学生とは限らない）に対して，卒業生に聞

きたいことを書き出してもらった（表２）．特に多かった

表１ 地理教育が社会へ出てどのように役立ったか（つづき） 
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質問は「地理が仕事の中でどのように役立ったのか？」，

「中高の地理教育が暗記中心であることへの疑問」， 

 

 

 

「大学で学ぶべきことは何か？」の３点だった．本稿で

は，資料的役割を考慮し，全てのコメントを掲載する． 

表２ 学生からOGへの質問一覧 
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表２ 学生からOGへの質問一覧(つづき) 
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表２ 学生からOGへの質問一覧(つづき) 
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Ⅲ 座談会当日 

１． ３名のOGからの話題提供 

はじめに桜蔭高校元教諭の東山セツ子氏から，お茶の

水地理学会が発足した経緯，高校での教育経験をお話し

いただいた．次に日本赤十字社の草山淳子会員から，日

本赤十字社の仕事について，血液の地理学や募金活動な

どの点から話題提供いただいた．次に日本オラクルの滝

沢（俣野）宏子氏から，アメリカ生活やその後の外資系

企業での世界を股にかけた日常生活について話題提供い

ただいた． 

２． 座談会 

 次に会場を巻き込んで議論した．事前に集まった質問

項目が90近くあり，全てについて議論をすることはでき

なかったので，特に質問の多かった３点について議論し

た．「地理が仕事の中でどのように役立ったのか？」と，

「中高の地理教育が暗記中心であることへの疑問」，「大

学で学ぶべきことは何か？」という３点の質問について，

議論が交わされた． 

 

３． 出席者の反応とまとめ 

 当日参加した現役学生ならびにOGには，座談会につい

てどう思ったかのアンケートを取った．その結果を表３

および表４に示す． 

表３ 座談会出席現役学生の声（アンケートより） 
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 当日の参加者自体も学生が約30名と多かったこと，参

加できなかった学生も含め，質問が90件近くあったこと，

またOGからも当日参加できない人を中心に50件近いコメ

ントが寄せられたことから，現役学生，OG双方にとって

興味の持てる内容の座談会であったと思われる．そのこ

とは，座談会に参加したOGならびに現役学生のアンケー

ト結果からも読み取れる．特に学生からのアンケート結

果からは貴重な学びの機会になったという意見が多かっ

た．このような機会を発展させ，現役学生がOGを恐れず

に気軽に仲良く意見交換ができるようになるのが理想的

な環境のようにも思われた． 

 課題としては，今回のような座談会を初めて行ったこ

ともあり，特に限定したテーマを設けなかったため寄せ

られた意見やコメントが多岐にわたり，一方ディスカッ

ションできる時間が限られていたため深い議論ができな

かったことである．始めに話題提供をいただいた３名の

方のお話もそれぞれに内容の濃いものであり，短い時間

で話をしていただくよりももう少し一人の話題に時間を

かけてじっくり聴く形の方が良かったと考える．これら

については，今後もし同類の座談会を行う場合があれば

改善していきたい．

付記：本稿の作成にあたってはJSPS科研費（課題番号

26580142 「初等教育現場で教員が効果的に教科力を養える地

域学習教育教材づくり」代表者宮岡邦任）を使用した. 
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表４ 座談会出席OGの声（アンケートより） 

 


